




















海津市地域公共交通会議

会長 横川 真澄　　殿

中 部 運 輸 局 長

 （ 公 印 省 略 ）

中 運 交 企 第 １ ６ ３ 号

令 和 7 年 3 月 27 日

令和５・６年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別紙

のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよう

お願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通企画課
    　　　　　      TEL：052-952-8006



二次評価結果

　評価できる取組

・海津津島線について、海津市内と津島駅を結ぶ定時定路線バスを実証運行され、通学定期券の購入者増加に
繋がるなど、名古屋圏へのアクセス向上のため利用者利便を図られていることを確認しました。
・土曜日のデマンド交通実証運行を実施し、運行日を増やしたことでバスの利用が分散され、予約が集中する平
日朝の混雑解消に繋がり、利便性が向上したことを確認しました。
・夏休み期間中に小中学生を対象に、市内コミュニティバスの無料パスポートを配布し、公共交通に親しむ機会
を通して利用促進されたことを確認しました。

　期待する取組

・養老鉄道の現状も注視し、鉄道とコミュニティバスの乗り継ぎに意識したダイヤ設定を検討するなど、積極的な
利用促進を図られることを期待します。
・実証実験の結果を踏まえ、海津市全体の持続可能な公共交通の確保維持に向け、自治体、交通事業者や地
域住民等関係者間で検証・検討を行い、取組を進められるよう期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統については、引き続き、岐阜県・関係市町・運行事業者間で認識の共有を行う
とともに、関係者間で連携して利用促進等に取り組まれるようお願いします。

評価対象事業 地域内フィーダー系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和7年3月27日付け中運交企第１６３号通知

自治体・協議会名 海津市地域公共交通会議
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地域公共交通計画別紙（ 案）  
 

令和７ 年５ 月２ ２ 日 

 

          （ 名称） 海津市地域公共交通会議      
  

１ ． 地域公共交通確保維持事業に係る 目的・ 必要性 

海津市の公共交通は、 南北の隣接市町へ通じ る 養老鉄道及び大垣市へ通じ る 名阪近鉄バ

ス 海津線の幹線交通を軸に、 市域内はコ ミ ュ ニティ バス 及びタ ク シーによ って構成さ れて

いる 。 コ ミ ュ ニティ バス は、 市内の幹線交通である 養老鉄道「 石津駅」、「 駒野駅」 並びに

名阪近鉄バス 海津線「 海津市役所バス 停」 や隣接する 羽島市のＪ Ｒ 東海道新幹線「 岐阜羽

島駅」 及び名古屋鉄道「 新羽島駅」、 津島市の名古屋鉄道「 津島駅」 に接続し 、 主に市内の

拠点間移動を担う 定時路線型バス 5路線（ お千代保稲荷線、 石津線、 駒野線、 木曽三川公園

線及び海津津島線） と 、 幹線交通等へのダイ レ ク ト な接続を含めた市内全域及び隣接市町

の指定停留所間の移動が可能なデマンド 交通によ って構成さ れている 。  

こ れら の公共交通は、 市内外への通勤・ 通学、 病院・ 診療所への通院、 商店やス ーパー

など への買物、 温泉等の公共施設への利用に加え、 岐阜県内で有数の集客力を誇る お千代

保稲荷、 国営木曽三川公園への観光施設へのアク セス にも 利用さ れ、 日常生活に必要不可

欠な交通手段と し て機能し ている 。 ま た、 デマンド 交通が定時路線型バス を補完する フ ィ

ーダー（ 支線） の役割を果たし 、 利便性の高い交通手段と し て機能し ている 。  

こ のよ う に市内の公共交通は市民のほか市外の多く の人にも 利用さ れている が、 人口減

少と 自家用車の普及等によ り 公共交通の利用者減少に歯止めがかから ない状況にあり 、 収

支悪化によ る 行政負担が増加し ている 。  

市民の交通手段を確保する こ と は、 日常生活の維持だけでなく 、 本市の人口定着・ 観光

振興等のま ちづく り にも 大き く 寄与する も のである ため、 市内の公共交通機関の軸と し て

幹線交通、 定時路線型バス をはじ め、 交通弱者の利用が多いデマンド 交通を維持する こ と

が必要である 。  

特に、 デマンド 交通は、 定時路線型バス が運行さ れてない市内の地域では唯一の公共交

通であり 、 市内全体のコ ミ ュ ニティ バス 利用者が減少し ている 中で、 高齢者や自動車免許

自主返納者の増加に伴い利用者が微増を続けており 、 運行を維持する 重要性が益々高ま っ

ている 。  

こ のため、 地域公共交通確保維持改善事業によ り 、 引き 続き デマンド 交通を確保・ 維持す

る こ と で、 市民の交通手段を存続さ せていく こ と が必要である 。  

 

資料５  
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２ ． 地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・ 効果 

（ １ ） 事業の目標 

年間利用者数及び公共交通利用者1人あたり の財政支出額を評価指標と する 。  

海津市地域公共交通計画( 令和6年1月改定) の計画期間は令和8年度ま でである が、 令和8

年度以降も 本計画で定めた令和7年度の目標値を目指すこ と と し 、 下表のと おり 設定する 。  

■年間利用者数（ 地域公共交通計画P72に記載）  

 
基準値  目標値 

R4  R8 R9 R10 

デマンド 交通 14, 573  15, 800 15, 800 15, 800 

定時定路線バス  

( 都市間連絡バス ※)  
76, 291  93, 600 93, 600 93, 600 

定時定路線バス  

( 都市間連絡バス ※を除く )  
17, 731  19, 200 19, 200 19, 200 

合計 108, 595  128, 600 128, 600 128, 600 

※都市間連絡バス ： 海津線( 市内バス 停乗降者) ， お千代保稲荷線， 海津津島線 

 

 ■公共交通利用者 1 人あたり の財政支出額（ 地域公共交通計画 P72 に記載）  

 

 
基準値  目標値 

R4  R8 R9 R10 

合計 481  670 670 670 

 

 

（ ２ ） 事業の効果 

デマン ド 交通を確保・ 維持し 、 幹線・ 支線のネッ ト ワ ーク が連携する こ と で、 市内外の

効率的な公共交通体系が実現でき 、 幹線交通及び定時路線型バス が運行さ れていない市内

の多く の地域の日常生活に必要な交通手段が確保さ れ、 外出支援・ 地域活性化にも つなが

る こ と が期待でき る 。  

（ 単位： 人）  

（ 単位： 円/人） 
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３ ． ２ ． の目標を達成する ために行う 事業及びその実施主体 
( 1)  名古屋圏アク セス バス の実証運行【 実施主体： 海津市】  

名古屋方面へのアク セス を 向上さ せる ため、 海津市内と 名鉄津島駅を 結ぶ定時定路

線バス の実証運行を継続し て実施し 、 利用状況の集計・ 分析を 行い、 ダイ ヤやルート

の見直し 等さ ら なる 改善を検討する 。  

( 2)  デマンド 交通の土曜日実証運行【 実施主体： 海津市】  

デマン ド 交通のさ ら なる 利便性向上を図る ため、 土曜日の実証運行を 継続し て実施

し 、 利用状況の集計・ 分析を行い、 よ り よ いサービ ス 内容を検討する 。  

( 3)  小中学生夏休み無料パス ポート の配布【 実施主体： 海津市】  

小中学生に対する 利用促進を 図る ため、 夏休み期間中、 小中学生を対象に定時定路

線・ デマンド 交通の運賃を無料と する パス ポート を発行・ 配布する 。  

( 4)  福祉、 観光等の関連部署と の連携強化【 実施主体： 海津市】  

デマン ド 交通の予約が取り にく い現状の把握や問題点の共有、 観光資源へのアク セ

ス 向上を図る ため、 関連部署を地域公共交通会議の委員と し 連携強化を図る 。  

( 5)  地域と の協働の取組み（ デマンド 交通停留所の移設、利用説明会等）【 実施主体： 海津市】 

デマン ド 交通停留所の利用し やすい場所への移設要望の対応、 自治会単位や各種会

合時にデマンド 交通の利用方法について説明会を実施し 、 住民の意見の把握に努める 。 

( 6)  運転免許証自主返納支援【 実施主体： 海津市、 事業者】  

高齢者運転免許証自主返納者を 対象に回数券等を交付し 、 窓口にてデマンド 交通の

登録を促す。  

４ ． 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する 運行系統の概要及び 

運送予定者 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「 表１ 」 を添付。  

５ ． 地域公共交通確保維持事業に要する 費用の総額、 負担者及びその負担額 

海津市から 運行事業者への補助金額については、 運行収入及び国庫補助金を 運行経費か

ら 差し 引いた差額分を負担する こ と と し ている 。  

６ ． ２ ． の目標・ 効果の評価手法及び測定方法 

・ 評価手法： 年間利用者数や公共交通利用者 1 人あたり の財政支出額について、 数値指標

によ り 評価 

・ 測定方法： 利用実績（ 運行事業者が記録する 月報データ 等）、 財政支出額実績によ り 測定 

７ ． 別表１ の補助対象事業の基準ホただし 書に基づき 、 協議会が平日１ 日当たり の

運行回数が３ 回以上で足り る と 認めた系統の概要 

【 地域間幹線系統のみ】  

※該当なし  

８ ． 別表１ の補助対象事業の基準ニに基づき 、 協議会が「 広域行政圏の中心市町村

に準ずる 生活基盤が整備さ れている 」 と 認めた市町村の一覧 

【 地域間幹線系統のみ】  

※該当なし  

９ ． 生産性向上の取組に係る 取組内容、 実施主体、 定量的な効果目標、 実施時期 

及びその他特記事項 

【 地域間幹線系統のみ】  

※該当なし  

10． 地域公共交通確保維持改善事業を 行う 地域の概要 

【 地域内フ ィ ーダー系統のみ】  

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「 表５ 」 を添付 
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11． 車両の取得に係る 目的・ 必要性 

【 車両減価償却費等国庫補助金・ 公有民営方式車両購入費国庫補助金を 受けよ

う と する 場合のみ】  

※該当なし  

12． 車両の取得に係る 定量的な目標・ 効果 

【 車両減価償却費等国庫補助金・ 公有民営方式車両購入費国庫補助金を 受けよ

う と する 場合のみ】  

（ １ ） 事業の目標 

※該当なし  

（ ２ ） 事業の効果 

※該当なし  

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を 行う 事業者又は地方公共団体、要する 費

用の総額、 負担者と その負担額【 車両減価償却費等国庫補助金・ 公有民営方式

車両購入費国庫補助金を 受けよ う と する 場合のみ】  

※該当なし  

14． 老朽更新の代替によ る 費用の削減等によ る 地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る 計画（ 車両の代替によ る 費用削減等の内容、 代替車両を 活用

し た利用促進策）  

【 公有民営方式車両購入費国庫補助金を 受けよ う と する 場合のみ】  

※該当なし  

15． 貨客混載の導入に係る 目的・ 必要性 

【 貨客混載導入経費国庫補助金を受けよ う と する 場合のみ】  

※該当なし  

16． 貨客混載の導入に係る 定量的な目標・ 効果 

【 貨客混載導入経費国庫補助金を受けよ う と する 場合のみ】  

（ １ ） 事業の目標 

※該当なし  

（ ２ ） 事業の効果 

※該当なし  

17． 貨客混載の導入に係る 計画の概要、 要する 費用の総額、 内訳、 負担者及び負担

額【 貨客混載導入経費国庫補助金を 受けよ う と する 場合のみ】  

※該当なし  

18． 協議会の開催状況と 主な議論 

海津市地域公共交通会議の開催経緯 

回 開催日 主な議論 

第1 回 平成25 年 12 月 5 日 海津地公共交通の概要・ 現況について 

海津市公共交通基礎調査実施計画 

海津市公共交通に関する市民アンケート 調査実施概要 

第2 回 平成26 年 3 月24 日 公共交通基礎調査報告書（ 案）  

第3 回 平成26 年 5 月30 日 海津市コミ ュニティ バスの状況について 

海津市公共交通計画等策定調査業務委託公募型プロポーザル実

施要綱（ 案）  

海津市公共交通計画等策定調査業務委託仕様書（ 案）  
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第4 回 平成26 年 8 月18 日 主要鉄道待ち時間について 

H26 養老線の概要、 養老線の支援について 

海津市地域公共交通計画等策定調査業務業者選定結果 

養老鉄道利用者アンケート 調査実施概要 

海津市地域公共交通計画（ たたき台）  

第5 回 平成26 年 10 月 29 日 海津市コミ ュニティ バス バス停位置・ 名称変更について 

養老鉄道利用者実態調査結果 

海津市バス路線再編実施計画（ 素案）  

第6 回 平成27 年 1 月16 日 意見交換会の報告 

海津市コミ ュニティ バス バス停位置・ 名称変更について 

海津市地域公共交通計画（ 案）  

海津市生活交通ネッ ト ワーク 計画（ 案）  

パブリ ッ ク コメ ント について 

事業評価について 

第7 回 平成27 年 3 月24 日 パブリ ッ ク コメ ント の実施結果について 

海津市地域公共交通計画（ 案） の承認について 

海津市生活交通ネッ ト ワーク 計画（ 案） の承認について 

第8 回 平成27 年 6 月26 日 海津市生活交通確保維持改善計画の承認について 

第9 回 平成27 年 7 月29 日 海津市地域公共交通網形成計画について 

海津市コミ ュニティ バス、 デマンド 交通の運行計画について 

第10回 平成28 年 1 月12 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

自己評価について 

第11回 平成28 年 6 月 1 日 海津市生活交通確保維持改善計画の承認について 

海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

海津市コミ ュニティ バス運行見直し（ 案） について 

第12回 平成29 年 1 月13 日 木曽三川公園線の廃止について 

海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

事後評価について 

第13回 平成29 年 5 月29 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

海津市コミ ュニティ バス運行見直し（ 案） について 

海津市生活交通確保維持改善計画の承認について 

第14回 平成30 年 1 月10 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

事後評価について 

第15回 平成30 年 5 月29 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

海津市コミ ュニティ バス運行見直し（ 案） について 

海津市生活交通確保維持改善計画の承認について 

第16回 平成31 年 1 月16 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

海津市コミ ュニティ バス運行見直し（ 案） について 

事後評価について 

第17回 令和元年 5 月22 日 平成31 年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（ 地域公共

交通調査事業（ 計画策定事業）） 交付申請について 

海津市地域公共交通網形成計画策定業務スケジュールについて 

海津市路線バス乗降調査兼アンケート の実施について 
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第18回 令和元年 6 月21 日 海津市生活交通確保維持改善計画の承認について 

市民アンケート ・ 地区別意見交換会の実施内容について 

第19回 令和元年11 月14 日 各種調査結果について 

課題を踏まえた海津市公共交通網の基本方針について 

第20回 令和 2 年 1 月23 日 第2 次海津市地域公共交通網形成計画（ 案） について 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

第21回 令和 2 年 3 月11 日 第2 次海津市地域公共交通網形成計画（ 案） について 

第22回 （ 書面決議）  令和元年度海津市地域公共交通会議 歳入歳出決算について 

令和2 年度海津市地域公共交通会議 当初予算（ 案）  について 

第23回 令和 2 年 6 月23 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

デマンド 交通の料金等の見直しについて 

海津羽島線のダイヤの改正について 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金の交付申請について 

第24回 令和 3 年 1 月15 日 バス停の移設について 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

第25回 令和 3 年 6 月 22 日 海津市コミ ュニティ バスの利用状況について 

海津市生活交通確保維持改善計画の承認について 

第26回 令和 3 年 11 月15 日 コミ ュニティ バス路線の再構築について 

デマンド 交通のバス停の設置について 

デマンド 交通インターネッ ト 予約について 

第27回 令和 4 年 1 月20 日 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価について 

南幹線の運行経路の変更について 

定時定路線の再構築について 

第28回 （ 書面決議）  令和3 年度海津市地域公共交通会議 歳入歳出決算について 

令和4 年度海津市地域公共交通会議 当初予算（ 案）  について 

第29回 令和 4 年 6 月22 日 コミ ュニティ バスの利用状況について 

地域公共交通確保維持改善計画（ 案） について 

コミ ュニティ バス路線の運賃設定について 

海津市公共交通利用ガイド について 

第30回 （ 書面決議）  コミ ュニティ バス定時定路線１ 日観光フリ ーパスの販売につい

て 

第31回 令和 4 年10 月24 日 名古屋圏アク セスバス アンケート 調査の実施について 

デマンド 交通停留所の増設について 

第32回 令和 5 年 1 月20 日 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価について 

名古屋圏アク セスバスについて 

第33回 令和 5 年 5 月15 日 令和５ 年度事業計画及び予算( 案)について 

地域公共交通確保維持改善計画( 案) について 

( 仮称)海津津島線の実証実験について 

デマンド 交通土曜日運行の実証実験について 

第34回 令和 5 年 7 月 3 日 海津津島線について 

コミ ュニティ バスのダイヤ改正について 

デマンド 交通停留所の新設について 
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第35回 令和 5 年12 月18 日 海津津島線、 デマンド 交通土曜日運行について 

事業中間評価について 

海津市地域公共交通網形成計画の改定について 

海津市地域公共交通会議設置要綱の改正について 

第36回 令和 6 年 1 月18 日 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価について 

海津市地域公共交通網形成計画の改定について 

海津津島線の延伸について 

デマンド 交通停留所の新設について 

第37回 令和 6 年 5 月20 日 令和６ 年度事業計画及び予算( 案)について 

地域公共交通計画別紙( 案)について 

小中学生夏休み無料パスポート について 

定時定路線バスの再編方針ついて 

第38回 令和6 年10 月22 日 名古屋圏アク セスバス実証実験（ 海津津島線） の延長について 

定時定路線バスの再編及び運賃（ 案） について 

第39回 令和7 年1 月 22 日 定時定路線バスの再編（ 案） について 

路線の廃止について 

地域公共交通確保維持改善に関する自己評価について 

第40回 令和7 年5 月 22 日 令和７ 年度事業計画及び予算( 案)について 

地域公共交通計画別紙( 案)について 

 

 

19． 利用者等の意見の反映状況 

海津市地域公共交通会議の構成員には、 海津市民の代表者と し て、 市議会議長、 自治連

合会長、 いき いき ク ラ ブ海津会長、 利用者代表と し て公募市民 3 名、 養老鉄道守る 会の代

表者が含ま れている ほか、 公共交通の現状や課題・ 問題等を 庁内で共有する ため、 総合政

策、 移住定住、 財政、 観光、 福祉、 教育等の部長級を委員に加えている 。  

市が抱えている 公共交通の諸問題について、 専門部会を 開催し 利用実態調査の結果を議論

する と と も に、 市外へのアク セス について検討し 、 市民、 利用者の意見を反映し ている 。

ま た、 コ ミ ュ ニティ バス ・ デマンド 交通の利用者にアン ケート 調査を 実施し 、 利用者の意

見を把握し ている 。  

 

【 本計画に関する 担当者・ 連絡先】  

（ 住 所） 岐阜県海津市海津町高須 515 番地  

（ 所 属） 海津市総務企画部企画課      

（ 氏 名） 杉野 雄一            

（ 電 話） 0584-53-1113           

（ e-mai l ） ki kaku@ci t y. kai zu. l g. j p      
 

mailto:kikaku@city.kaizu.lg.jp


 

「 小中学生夏休み無料パ ス ポ ート 」 の 発行に つい て  

 

 

■ 子ど も の 頃か ら 公共交通に 慣れ 親し み、利用する き っ か け づく り を する と と

も に 、 将来需要の 拡大を 図る た め 、 市内小中学生を 対象に 、 海津市コ ミ ュ ニ

テ ィ バ ス を 無料で 利用で き る パス ポ ート を 配布する 。 ま た 、 付き 添い で 同乗

する ご 家族は 、 大人２ 名ま で 無料で 乗車で き ま す 

 

 

１ ． パ ス ポ ート の 名称 

  「 か い づっ こ ・ コ ミ ュ バ ス パ ス ポ ート 」  

 

２ ． 対象人数 

  市内小学生： 1,133 名 

  市内中学生： 734 名 

 

３ ． 実施期間 

  夏季休暇期間 7 月 19 日（ 土） ～8 月 31 日（ 日）  

 

４ ． 実施方法 

 （ １ ） 校長 会に おい て 、 本事業の 趣旨の 周知と 、 積極的な 利用を 依頼する  

   → 学校を 通じ て 、 パ ス ポ ート を 配布 

 （ ２ ） パ ス ポ ート を 降車時に 運転手に 提示する  

 （ ３ ） パ ス ポ ート を 利用し た 運賃分を 市が 事業者に 負担金と し て 支払う  

 

５ ． 昨年の 実績 

 〇利用期間 令和 6 年 7 月 20 日 ～ 9 月 1 日 

 〇配布枚数 小学生： 1,186 人 中学生： 763 人 合計： 1,949 人 

 〇利用回数 総数： の べ 872 回 

                                                         

 

 

 

 

（ 内訳）  大 人 こ ど も  合 計 

定時定路線バ ス  56 610  666 

デマ ン ド 交通 12 194  206 

合 計 68 804  872 

資料６  



１ ． こ れま での経過 

２ ． 次期計画の策定 

 

 

 

資料７  
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３ －１ ． 令和 7 年度のス ケジュ ール 
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３ －２ ． 令和 8 年度のス ケジュ ール 
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４ ． 参考 


